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　希望される方へのワクチン接種は間もなく終了します。

　接種を受けた後、接種を受けた日付・場所と接種したワクチンの情報が記載された接種済証

を見れば、いつ、どこで、どのワクチンを接種したのかがわかりますので、必ず保管していた

だくようお願いします。

　なお、国外向けの証明書が必要な方は、下記の必要書類をご持参のうえ、福祉課までお越し

ください。

【申請に必要な書類】
　■パスポート
　■接種済み証

～新型コロナウイルスワクチン接種を終えられた皆様へ～

接種済み証は保管しておいて下さい

町の相談窓口(ワクチンコールセンター)

福祉課(健康係)
☎62－3436・62－3474 ☎0120－567－690

(フリーダイヤル)
【受付時間】

午前８時30分～午後５時15分（土日祝日除く）
【受付時間】

午前８時30分～午後６時（土日祝含む）

(予約の受付・接種についての問い合わせ等)
山形県ワクチンコールセンター

（副反応や医学的知見を必要とする相談、県内
　の全体的な接種スケジュール、各市町村の相
　談窓口の案内）

今後の新型コロナウイルスワクチン接種について
●９月以降に満１２歳になる方の接種については、年齢到達後に個別にお知らせします。

●９月下旬で６４歳以下の方の集団接種は終了します。まだ接種していない方で接種希望

　の方は、個別に日程を調整しますので、福祉課までご連絡ください。

◆班ごと踊り発表会（７月21日(水)）
　指導いただいた婦人会の方を審査員に迎え、踊り発表会が開催されました。１～３年を縦割りに

分けた８つの班が輪踊りを行い順位が決まります。

生徒たちは、練習の成果を出すべく真剣に取り組

んでいました。優勝した８班の矢口康生班長は、

「声も出ていて綺麗に踊れたと思う。優勝できて

うれしい」と充実した表情で話してくれました。

真校魅力だより その❺

◆真室川音頭踊り講習会（６月29日(火)）
　町連合婦人会の佐藤裕子会長、柴田順子副会長、

剱持順子さんを講師に迎え、踊り講習会が開催さ

れました。佐藤会長から「今年も真室川祭り音頭

パレードは中止になりましたが、伝統を引き継ぎ

しっかり踊りを覚えてください」と挨拶があり練

習に入りました。手拍子の仕方や指先、目線、か

け声など一つ一つの動作について丁寧に指導して

いただき、生徒たちは細かなところまで注意しな

がら踊りの練習を行いました。

　踊り発表会や総練習に向けて、清掃終了後に校内放送

から流れる真室川音頭に合わせ、廊下を利用して班ごと

に踊り練習を行いました。

　真室川校では「地域を愛し、地域に生きる」をスローガンに活動をしています。生徒たちの発
案から始まったこのスローガンを具現化するために「真室川祭り音頭パレード」参加を継続して

きました。

　パレードは昨年今年と中止となりましたが、婦人会の皆さんから指導をいただいて生徒たちは

真室川音頭の練習を続けています。今回は、練習の様子をお知らせします。

踊り講習会

廊下で班ごと練習

班ごと踊り発表会

音頭パレードを想定して総練習

踊り講習会

廊下で班ごと練習

班ごと踊り発表会

音頭パレードを想定して総練習

　雨天のため駐車場から体育館へ会場を変更して行いました。今回も婦人会の方に出席をいただき、

真室川校の伝統と誇りをつなぐ～真室川音頭～

◆真室川音頭パレート総練習会（８月10日(火)）

祭りのパレードと同様にプラカードと「地域を

愛し、地域に生きる」の横断幕を掲げ、隊列の

美しさにも気を配りながら総練習を行いました。

婦人会の剱持順子さんから「気配りが出来てい

て、すごく綺麗でした」とお褒めの言葉をいた

だきました。生徒代表で柴田和花さんが「来年

のお祭りは、ここにいる１・２年生が中心となり

ますが、２年間のブランクを感じさせないよう

真校生一丸となってパレードを盛り上げたい」

と決意を語ってくれました。

町連合婦人会長の佐藤裕子さんから
　以前から踊りを指導してきましたが、地域を愛

し伝統を守ろうとする気持ちが伝わる素晴らしい

取り組みだと思います。真校生には大変感謝して

いますし、その若さに期待しています。

国外向けの
ワクチン接種証明について

「接種済証」の見本

※接種券の右端が、接種後に接種済証となる

◆班ごと練習
（6月21日(月)～24日(木)・7月12日(月)～20日(火)）


